
と且ご量
まちのうごき

人口6，085人（＋27）

　男　2，935人（＋18）

　女3，150人（＋9）

世帯数1，758戸（＋12）

平成元年5月1日現在人口

　　　　（　）は対前月比

蓼
；

マ

牧＊公■

「愚るεとの家」に決定
　リフレッシュふるさと推進モテ／レ事業により整備されていた多

目的研修施設が完成し、その名称を募集していましたが、応募数

283件を参考に検討した結果、牧水公園「ふるさとの家」に決
定しました。

一己 6 青笹を入れやりたれば池の鮒

　　　　　　早や青き葉の蔭に来てをる

牧　水

第456号 発行／宮崎県東臼杵郡東郷町・編集／企画財政課容69－2111



馳F成元年6月号（2）ごつ、
つ町報と

一
鞭
●
よ
る
し
く
お
願
い
し
聾
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
区
長
・
組
合
長
～

平
成
元
年
度
の
各
地
区
の
区
長
・
組
合
長
は
次
の
と
お

　
り
で
す
。

区
長
寺
　
迫

福
　
瀬

小
野
田

鶴
野
内

迫
野
内

八
重
原

下記坪仲羽田

表谷深坂野

ド
渡
川

仲仲仲福長庭吉中落山寺三組
　　　瀬　　ム　　ノ　迫合
三ニー区崎田田尾鹿口無区長

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

渡
邊
喜
久
雄

新
名
正
幸

那
須
只
郎

衛
藤
州
雄

佐
藤
正
朝

伊
藤
　
晃

磯
貝
　
】

橋
口
幸
一

日
高
一
男

日
高
春
夫

橋
口
幸
雄

旦
局
則
雄

田
代
静
夫

橋
口
忠
之

高
瀬
久
光

近
藤
寛
治

萩
原
知
鶴
夫

黒
木
一
二

安
藤
勝
次
郎

直
野
弘
典

鈴
木
夏
美

糸
平
通
夫

広量上上上出

瀬村三二 口

鵜
品
等

日
田
尾

鳥
　
川

小
野
田
区

部
　
谷

へ
　
　
サ

4
劉
田
2

小
野
田
－

又
江
野
下
－

又
江
野
下
2

又
江
野
中

又
江
野
上

住
　
宅

鶴
野
内
区

前
　
田

中
水
流

下
　
村

山
　
内

中
　
山

大
工
野

オ
モ
ダ
カ

迫
野
内
亜

高
木
泰
田

植
薄
正
敏

川
越
和
夫

長
池
弘
法

長
池
國
男

金
丸
　
猛

谷
口
繁
幸

高
尾
爲
久

塩
月
伸
司

山
田
幹
雄

池
北
　
宏

都
甲
勇
一

矢
野
丈
夫

黒
木
里
美

高
森
牧
夫

谷
口
洋
一

奈
須
信
幸

菊
池
幹
男

三
原
清
臣

寺
原
光
男

古
川
廣
幸

内
田
勝
利

寺
田
義
則

那
須
幸
雄

上赤本日東坪野深下久下仲日樋深小井沖羽硯羽田わ稲田八八八八鹿地東東西
野井石石谷々水居仲深ケ　長之　坂ら葉野重重重重原野村原原区崎谷流原瀬区道田瀬野垂水坂野区野ぴ野区原原原原瀬内下上谷
　　　　　　　　　　　　　　　　　流　　　　 の　　下中上区

佐
藤
義
広

藤
榮
　
築

春
木
熊
夫

木
村
平
秋

山
田
ち
え
み

田
村
唐
音

藤
崎
優
光

寺
原
千
代
榮

稲
田
稀
重

田
原
玄
房

谷
口
博
幸

清
水
龍
太
郎

寺
原
佐
敏

寺
原
そ
よ
子

黒
木
英
遠

寺
原
幸
人

三
原
房
見

僑
口
　
保

藤
井
柳
太
郎

若
杉
善
男

田
口
紘
一
郎

佐
藤
芳
雄

黒
田
＝
号

中
谷
清
子

矢
野
茂
美

佐
々
木
宣
吉

岩
下
富
男

海
野
　
敏

矢
野
宝
蔵

仲
　
崎

多
武
ノ
木

市
谷
原

市
谷
川
崎

瀬
　
平

越
表
区

那
須
成
章

三
浦
　
定

寺
原
英
男

岡
村
増
義

那
須
和
昭

中
水
流

田
口
八
ツ
山

児
　
洗

一
松
露

下
渡
川
区

下
渡
川

上
原
弘
行

．
平
田
春
見

河
野
　
剛

山
里
榮
司

日
高
則
雄

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

　
　
　
　
　
異
動
の
未
届
は
早
急
に
手
続
き
を
！

　
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

が
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
使
用
で
き

な
く
な
る
た
め
、
新
た
に
交
付
さ
れ

ま
す
。
現
在
使
用
の
被
保
険
者
証
を

各
組
合
長
が
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

区
長
宅
で
更
新
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
急
々
に
被
保
険
者
証
を
必

要
と
さ
れ
る
方
は
、
別
途
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
役
場
に
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
高
校
、
大
学
等
に
在
学
中

の
者
、
及
び
出
稼
ぎ
等
で
遠
隔
地
用

被
保
険
者
証
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
特
に
高
校
、
大
学
等
に
在
学
中
の

者
は
「
在
学
証
明
書
」
を
必
要
と
し

ま
す
。
（
た
だ
し
、
平
成
元
年
度
新

規
発
行
時
に
提
出
し
た
方
は
不
要
で

す
。
）※

八
月
に
は
保
険
税
が
確
定
し
ま
す

　
の
で
、
被
保
険
者
の
異
動
が
未
届

け
の
場
合
は
早
急
に
役
場
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
実
施
日
程

6月30日 6月29日 6 月28日

下 越　坪 仲　　　羽　　八　　田　　迫 鶴 寺 小 福
　　一

渡 重　　　野 野 野
川 表　谷 深　　　坂　　原　　里f　内 内 迫 田 瀬

一　　　　　　一　　　一

一 一13 13
9　　　　　　13　　　　9 13 9

時 時 時　　　　時　　　時 時 時
30 30　　　　　　　　　　　30 30

分 分　　　　　　　　　分 分
～ ～ ～　　　　　　1　　　　～ ～ ～
14 14 11　　　　　15　　　　11 15 11

時 時 時　　　　時　　　時　　… 時 時

つ、
つ町報と（3）平成元年6月号

迫
野
内
・
八
重
原

田
野
・
下
渡
川

　　

D
良
納
税
区
を
表
彰

　
町
税
の
納
期
内
納
付
、
滞
納
税
の

完
納
に
つ
い
て
は
い
つ
も
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
滞
納
は
な

く
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
滞
納
が
一
円
も

な
い
優
秀
な
区
が
あ
り
ま
す
。

『
迫
野
内
、
八
重
原
、
田
野
、
下
渡

川
』
の
四
つ
の
区
で
す
。

　
先
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
納
税
組
合

長
会
に
お
い
て
、
こ
の
四
つ
の
区
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
納
め
る
の
が

当
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

な
か
な
か
り
っ
ぱ
な
こ
と
で
す
。
区

長
さ
ん
を
中
心
に
、
納
税
組
合
、
区

民
の
み
な
さ
ん
が
】
丸
と
な
っ
て
納

税
に
努
力
さ
れ
て
い
る
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
更
に
、
完
納
を
続

け
て
く
だ
さ
い
。
又
、
他
の
八
区
に

つ
い
て
も
、
こ
の
四
区
に
つ
づ
い
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
郵
政
省
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
六

月
十
日
ま
で
の
十
日
問
を
「
電
波
法

違
反
防
止
旬
間
」
と
定
め
、
「
見
え

な
い
電
波
に
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
不
法
電
波
の

追
放
を
目
指
し
て
積
極
的
な
広
報
活

動
及
び
取
締
り
を
行
な
い
ま
す
。

　
電
波
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

送
を
は
じ
め
警
察
、
消
防
の
無
線
な

◎
周
陰
画
丁
銀
癒
鵬
麗
覇
面
麺
局
属
国
ず

　
料
理
店
、
バ
ー
、
飲
食
店
、
旅
館

な
ど
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
料
金
等

に
応
じ
て
三
％
の
特
別
地
方
消
費
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
飲
食
店
な
ど
の
経

営
者
が
お
客
さ
ん
か
ら
料
金
の
支
払

い
を
受
け
る
と
き
、
県
に
代
っ
て
受

取
り
、
県
に
納
め
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
税
制
改
革
に
よ
り
、
平
成

元
年
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
変

わ
り
ま
し
た
。

◎
名
称
が
「
料
理
飲
食
等
消
費
税
」

　
か
ら
「
特
別
地
方
消
費
税
」
に
改

　
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
税
率
が
一
〇
％
か
ら
三
％
に
引
き

　
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
ナ
ッ
ク
バ
ー
な

　
ど
で
の
飲
食
は
、
一
人
一
回
の
料

　
金
が
五
、
○
○
】
円
（
改
正
前
は

　
二
、
五
〇
一
円
）
か
ら
課
税
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
旅
館
の
宿
泊
は
、
一
人

　
一
泊
の
料
金
が
一
〇
、
○
〇
一
円

　
（
改
正
前
は
五
、
○
〇
一
円
）
か

　
ら
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
。

◎
公
給
領
収
証
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

か
な
く
ら
し
を
築
く
た
め
に
使
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
．
，
．

一
’
⊂

　
、

ゆ

特
別
地
方
消
費
税
は
、
県
民
の
豊

じ

O

ど
市
民
の
生
活
、
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
悪
質
な
改

造
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
、
ハ
イ
パ
ワ
ー

市
民
ラ
ジ
オ
及
び
不
法
コ
ー
ド
レ
ス

電
話
等
に
よ
る
不
法
電
波
が
使
用
さ

れ
、
正
規
の
無
線
通
信
に
混
信
す
る

な
ど
多
く
の
電
波
防
害
を
ひ
き
お
こ

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
不
法
無
線
局
を
開
設

し
た
り
、
運
用
し
た
り
す
る
と
電
波

法
違
反
と
し
て
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
一

日
か
ら
は
前
記
（
改
造
パ
ー
ソ
ナ
ル

無
線
、
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
及

び
不
法
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
等
）
の
よ

う
な
電
波
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
技

術
基
準
に
適
合
し
な
い
無
線
機
器
を

製
造
、
改
造
又
は
販
売
し
た
事
業
者

に
対
し
て
、
勧
告
、
公
表
及
び
業
務

報
告
の
徴
収
な
ど
の
措
置
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
も
し
、
こ
の
業

務
報
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の

報
告
を
し
た
り
し
た
者
は
、
十
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
無

線
機
は
免
許
を
受
け
て
使
い
ま
し
ょ

う
。　
な
お
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
受
信

障
害
、
そ
の
他
電
波
一
般
に
か
か
わ

る
ご
照
会
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
記

の
地
方
電
気
通
信
監
理
局
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

連
絡
先

　
九
州
電
気
通
信
監
理
局

　
〒
八
六
二
　
、
熊
本
市
二
軍
町
小
峯

　
二
⊥
ハ
一
四
－
一
】

T
E
L
O
9
6
（
3
6
8
）
6
8
6
3

電波法違反防止旬間

（6月1日～10日）



平成元年6月号山
・
つこ“、

つ
と報町

明
る
く

き
れ
い
な

　　

I
挙
を
〃

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
は
、
有
権

者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
お
金
の
か
か

ら
な
い
正
し
い
選
挙
を
ふ
だ
ん
か
ら

心
が
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

実
現
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

を
は
じ
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
は
最
も
身
近
な
町
長
・
町
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
選
挙
を
「
三
な
い
運
動

（
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、
受
け
と

ら
な
い
運
動
）
」
に
よ
っ
て
、
お
金

の
か
か
ら
な
い
明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
に
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
選
挙
権
は
私
た
ち
の
大
切

な
権
利
で
す
か
ら
、
棄
権
し
な
い
よ

う
こ
し
ま
し
ょ
う
。

親閣國み1邑。園囮の電話組流目

お気軽にご相談ください！

●しつけの心配ごと（夜尿・くせ等）

●性格や行動の心配ごと（盗み・暴力・家出等）

●健康・発育の心配ごと（言葉・知能の遅れ等）

●学校の心配ごと（登校拒否・学業・進路等）

●人間関係の心配ごと（友人・親子・夫婦等）

●その他

《個人の秘密は厳守します〉

毎週火～金曜日

午前9時～午後4時

TEL（0982）35－1700

受
付
案
内

宮崎県延岡児童相談所電話相談室

日こ・うから政治に関心を

　　　　　イ乍．し1妬おきち

　　、しへ

虜　贈
　甲μ1

　ノ　［ユ⊃

　　　　ト
　　　　1

／諺キ
　にミ
　？q

1い砂

而
　
i

福
岡
市
在
住
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ

デ
ル
事
業
に
よ
り
完
成
し
た
牧
水
公

園
「
ふ
る
さ
と
の
家
」
の
利
用
目
的

の
一
つ
に
『
都
市
と
の
交
流
』
が
あ

り
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
「
ふ
る
さ
と
の
家
」

の
利
用
促
進
を
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

九
州
で
は
福
岡
市
を
中
心
と
し
た
宣

伝
活
動
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
ご
家
族
、
ご
親
戚
の

三
つ
う
こ
と
じ

耳
乞
傾
ウ

ー
る
ヒ

あ最Y梼政’ヨ
う君’ち…ぢこ

誘統

勤
r’

選
挙
畠

諺
に
入
収
3
が

迷
う
こ
言

な
し

一議

看
く
正
し
い

田
浦
右
よ

、
一
輪
’

　
　
　
　
，
ワ

題
〕

宮
崎
県

サ
ラ
金
相
談

　
県
で
は
、
貸
金
業
利
用
者
の
金
銭

貸
借
に
関
す
る
苦
情
及
び
困
り
ご
と

の
相
談
に
応
じ
る
た
め
「
宮
崎
県
サ

ラ
金
相
談
所
」
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
是
非
当
相

談
所
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。
来
所
相

談
又
は
電
話
相
談
い
ず
れ
で
も
結
構

で
す
。

　
相
談
に
は
、
専
任
職
貝
二
名
が
、

問
題
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
内
容
等
の
個
人
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
料
は
一
切
無

料
で
す
。

▽
相
談
日
　
毎
週
月
曜
目
～
金
曜
日

▽
相
談
時
間
　
1
0
時
～
1
7
時

▽
場
所
　
宮
崎
市
橘
通
東
二
丁
目
十

中
で
、
東
郷
町
出
身
者
等
の
福
岡
市

在
住
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
「
ふ
る
さ
と

の
家
」
の
利
用
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
勤
務
先
な
ど
、
わ
か
る
範
囲
で
結

構
で
す
の
で
、
役
場
企
画
財
政
課
へ

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

〈
、

ρ、

ﾆ
　
。

○野Q天

そ
れ
伊
ノ
舌
e
ね

自
治
会
館
3
階
コ
サ
ラ
金
相
談
所
L

▽
電
話
0
9
8
5
（
2
4
）
－
l
l
l

　
　
　
　
　
　
内
線
2
7
8
4

※
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前

　
に
必
ず
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●電話のこ相談もお受けします

含0985－28－1199（直通）

帽談∈ヨ：昌彊から金雪年ミ9藷毫～月後4日寺40分

り專門の椙談員が親身になってこ樗蟄こτじます

◎弁護＝亡相談日：症｝月第3木露日午後雪時～4時

調
交通事故

ご相談

仕団法人日本損害保険協会

宮崎自動車保険請求相談センター
宮崎市広島1－18－13宮緬第一生命ビル新酋5階宮鱗調査事務所内冒0985－24－792塞

、
つご、

つ
と報町（5）平成元年6月号

［
闇
囲
関
一

▼テレビ電話で対談

　4月19日、宜野湾市のNTT普天間

営業所の改築落成セレモニーとして、
とうばら

桃原宜野湾市長と、高森町長のテレビ

電話対談が行われました。

　仮設されたモニターに映し出された

映像は鮮明で、約10分間友交市町とし

ての対談をしました。

　　▲むらおこし夜なべ討論会

　5月10日、町内の中核農家の代表と、町青年ら

約50名が参加しての夜なべ討論会が、牧水公園「ふ

るさとの家」で行われました。

　当日は、町長をはじめ、農協の関係者も出席し、

今後の農業のあり方など活発な意見が数多く出さ

れました。

＜
東
郷
町
に
シ
ン
ボ
ル
塔
等
を
設
置

　
東
郷
町
を
訪
れ
る
方
々
に
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、
国
道
三
二
七
号
切

通
峠
に
シ
ン
ボ
ル
塔
等
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
回
設
置
さ
れ
た
の
は
、
日
向
市
と
の
境
界
に
「
東
郷
町
」
の
シ
ン
ボ
ル
塔
（
写
真
上
）

と
、
日
向
市
側
か
ら
見
る
と
「
郷
愁
そ
そ
る
…
」
　
（
写
真
中
）
、
東
郷
町
か
ら
見
る
と
「
ふ
る

さ
と
の
…
」
　
（
写
真
下
）
と
書
か
れ
た
イ
メ
ー
ジ
看
板
、
そ
の
横
の
休
憩
所
な
ど
で
す
。

▲空力ン拾い～・冠月館道場、～

　5月13日、スポーツ少年団「冠月館道場」の児

童とその父母約30人が国道327号のチリ・空カン拾

いをしました。

　当日は、小雨の降る中、成願寺からかんなびド

ライブインまで、約2キロを2時間かけて、ゴミ

袋10日分の清掃を行いました。

　なおこの活動は、同少年団が毎年実施している

ものです。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

留
守
居
す
る
娘
の
家
に
聞
え
く
る
サ

イ
レ
ン
は
港
に
漁
船
の
入
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

庭
の
実
を
競
ひ
し
ひ
よ
が
夕
暮
る
る

梢
に
一
羽
影
の
ご
と
を
り

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

か
く
ま
で
に
細
り
し
夫
の
手
足
な
で

冷
た
き
体
に
終
の
別
れ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

焚
き
減
ら
し
崩
す
は
惜
し
と
思
い
つ

つ
生
木
の
た
き
ぎ
ね
む
ご
ろ
に
櫨
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
矢
野
文
雄

癌
に
病
み
衰
え
し
兄
見
舞
い
来
て
励

ま
す
言
葉
に
力
こ
も
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄



平成元年6月号（6）
・
つこ“、

つ
と報町 園
生

　
自
治
省
は
、
「
自
ら
考
え
自
ら
行

う
地
域
づ
く
り
へ
の
起
爆
剤
に
」
と

期
待
を
よ
せ
て
、
全
国
市
町
村
へ
一

億
円
つ
つ
を
交
付
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
各
市
町
村
は

自
然
環
境
の
整
備
、
特
産
品
の
開
発
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
文
化
振
興
、
人

材
育
成
な
ど
種
々
な
テ
ー
マ
の
中
か

ら
名
案
の
抽
出
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
目
下
の
と
こ
ろ
、
大
評
判
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
淡
路
島
津
名
町
で
一

億
円
の
金
塊
を
購
入
し
た
ニ
ュ
ー
ス

で
す
。
津
名
町
で
は
こ
の
金
塊
を
時

間
を
か
け
て
生
か
し
て
い
こ
う
と
言

う
の
だ
そ
う
で
す
。

　
東
郷
町
で
も
こ
の
二
月
以
来
「
ふ

る
さ
と
創
生
一
億
円
」
を
生
か
す
ア

イ
デ
ア
を
、
広
く
町
民
に
呼
び
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
区
長
会
を
は

じ
め
各
種
の
集
会
毎
に
趣
旨
の
説
明

を
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
ア
イ
デ
ア
は
極
め
て
少
な

い
よ
う
で
す
。

　
と
ん
な
こ
と
を
ア
イ
テ
ア
に
し
て

よ
い
の
か
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
と
言

わ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
ん

な
事
を
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い
だ

と
思
い
ま
す
。

o
自
然
美
に
恵
ま
れ
た
東
郷
町
で
す

ω
自
然
公
園
を
至
る
と
こ
ろ
に
造
っ

　
て
、
町
民
の
憩
い
の
場
に
す
る
。

回
歴
史
公
園
を
つ
く
っ
て
郷
土
の
歴

　
史
を
永
く
伝
承
す
る
。
百
姓
一
揆

　
の
歴
史
、
古
跡
の
保
存

O
一
億
円
を
銀
行
預
金
し
て
そ
の
利

　
子
を
毎
年
利
用
し
て

ω
文
化
講
演
、
演
芸
等
の
文
化
事
業

　
に
あ
て
る
。

㈲
育
英
資
金
に
充
て
人
材
育
成
の
資

　
金
と
す
る
。

O
山
岳
地
域
の
開
発

ω
冠
岳
簡
易
ケ
ー
ブ
ル
の
施
設
と
遊

　
歩
道
の
開
発

回
楠
森
塚
へ
の
遊
歩
道
開
発
と
、
頂

　
上
に
憩
い
の
場
設
置

㈲
尾
鈴
登
山
道
、
立
山
登
山
道
を
設

　
け
て
草
ス
キ
ー
場
の
開
設
等

ω
観
音
滝
の
開
発
、
道
路
整
備
、
遊

．
ジ

）

」●●●

掴

曾

　
　
　
ロ
喫
叢
濃

　
歩
道
の
設
置
、
貯
水
池
を
造
る
、

　
常
緑
樹
の
植
樹
、
魚
の
放
流

O
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
恵
ま
れ
な
い
地

　
域
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置

ω
田
野
、
羽
坂
地
区

＠
迫
野
内
、
八
重
原
地
区

囚
越
表
、
下
渡
川
地
区

。
河
川
の
よ
し
草
撲
滅

ω
町
内
全
河
川
の
よ
し
草
を
根
こ
そ

　
ぎ
掘
り
取
り
、
昔
の
美
し
い
河
川

　
と
す
る

　
せ
め
て
坪
谷
川
だ
け
で
も
撲
滅
し

　
て
牧
水
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
誇

　
り
と
し
、
ホ
タ
ル
の
里
と
す
る
．
、

以
上
頭
に
浮
ん
だ
も
の
を
列
記
し
ま

し
た
が
、
家
族
揃
っ
て
話
し
合
っ
て

み
た
り
、
隣
近
所
の
井
戸
端
会
議
で

も
よ
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
休
憩
時
間
に
で
も
面
白
い

話
題
が
あ
が
る
と
思
い
ま
す
．
、
思
い

つ
い
た
ア
イ
デ
ア
を
沢
山
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
東
郷
町
民
会
議

　
　
　
　
　
　
会
長
　
都
甲
鶴
男

ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
ト
ぐ
嚢
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
♪
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
レ
ぐ
ト
4
ト
ぐ
亀
レ
ぐ
レ
ぐ
竃
§
レ
ぐ
レ
ぐ
レ

④
牧
水
の
歌

町
内
の
歌
碑

　
め
ぐ
り

　
〈
坪
谷
小
学
校
〉

教
育
長
　
渡
辺
邦
彦

幼
き
日
　
ふ
る
さ
と
の
山
に
　
む

つ
み
た
る
　
細
漢
川
の
忘
ら
れ
ぬ

か
も

　
坪
谷
小
学
校
の
玄
関
前
に
立
つ
と

す
ぐ
右
側
に
、
魚
の
形
を
し
た
牧
水

の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
歌
碑
は
、
昭
和
四
十
五
年
度

の
同
校
の
卒
業
生
（
二
十
九
名
）
が

製
作
し
た
も
の
で
、
昭
和
四
十
六
年

三
月
二
十
三
日
除
幕
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
時
、
平
沢
と
い
う
若
い
先
生

が
初
め
て
担
任
し
た
児
童
達
を
卒
業

さ
せ
る
感
激
か
ら
、
児
童
達
と
相
談

し
て
卒
業
記
念
に
先
輩
で
あ
る
牧
水

の
歌
碑
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
書
を
当
時
の
校
長
干
坂
厚
先
生

に
依
頼
し
、
教
師
と
児
童
た
ち
が
彫

刻
刀
を
使
っ
て
そ
れ
を
彫
り
あ
げ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
歌
は
、
大
正
六
年
（
牧
水
三

十
三
歳
）
の
夏
の
作
で
、
第
十
一
歌

集
「
さ
び
し
き
樹
木
」
の
中
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
夏
、
牧
水
は
群
馬
県
の

妙
義
山
に
遊
び
、
「
渓
を
お
も
ふ
」

と
題
し
て
十
三
首
の
歌
を
作
っ
て
い

ま
す
。
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、

こ
の
「
幼
き
日
…
…
」
の
歌
の
前
が

き
に
、
「
い
ろ
い
ろ
と
考
ふ
る
に
心

に
浮
ぶ
は
故
郷
の
渓
間
な
り
」
と
記

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
牧
水
が
野
や
山
を
歩
き
漢
を
歩
き

な
が
ら
も
、
そ
の
心
の
中
に
は
常
に

「
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
」
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
う
な
ず
け
る
の
で
あ

り
ま
す
。
牧
水
の
母
校
の
卒
業
記
念

の
歌
碑
に
こ
の
歌
を
選
ん
だ
平
沢
先

生
や
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
、
私
は
心

か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
．
、

　
な
お
、
大
悟
法
利
雄
先
生
は
、
そ

の
著
「
牧
水
歌
碑
め
ぐ
り
」
の
中
で
、

「，

ﾘ
谷
小
学
校
の
玄
関
わ
き
に
立
つ

小
さ
い
セ
メ
ン
ト
の
碑
を
歌
碑
の
中

に
数
え
る
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
非
常
に
特
殊
な
も

の
と
し
て
私
は
あ
え
て
こ
れ
を
加
え

た
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
「
小
さ
く

て
稚
拙
だ
が
、
実
に
ほ
ほ
笑
ま
し
い

歌
碑
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

レ
坪
谷
小
玄
関
横
の
歌
碑

・
つこ“、

つ
と報町（7＞平成元年6月号
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鵬
鞍
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欄≒

⑳
鋤
●
に
よ
る
摘
気

東
郷
病
院
外
科

　
　
鈴
木
俊

　
六
月
と
い
え
ば
も
う
す
ぐ
夏
、
海

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
こ
の
季
節
に
は

人
々
が
薄
着
に
な
り
、
野
山
の
動
物

も
活
発
に
動
く
た
め
、
人
に
い
ろ
い

ろ
な
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
動
物
に
よ
る
病
気
の
話
を
す

る
こ
と
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
東
郷
町
に
は
二
種
類
の
毒
蛇
が
い

ま
す
。
マ
ム
シ
と
ヤ
マ
ガ
カ
シ
で
す
。

今
年
の
四
月
以
来
二
名
の
方
が
マ
ム

シ
に
咬
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
　
一
人
は

畑
で
足
を
咬
ま
れ
、
も
う
一
人
は
茶

つ
み
で
手
を
の
ば
し
た
時
に
咬
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
従
来
、
マ
ム
シ
抗
毒

素
を
う
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

別
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ヤ
マ

ガ
カ
シ
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
毒
蛇

と
は
御
存
知
な
い
よ
う
で
す
。
鹿
児

島
県
で
咬
ま
れ
た
中
学
生
が
死
亡
し

て
い
ま
す
し
、
毒
は
マ
ム
シ
よ
り
つ

よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
毒
線
が

上
顎
最
奥
部
の
歯
か
ら
出
て
お
り
、

咬
ま
れ
て
も
毒
が
と
ど
か
な
い
こ
と

が
多
い
た
め
毒
蛇
と
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
毒
蛇
に
か
ま
れ
た
時
、
皆
さ
ん
の

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
、

ま
ず
あ
わ
て
な
い
こ
と
で
す
。
咬
ま
れ

た
部
分
よ
り
体
幹
側
を
軽
く
し
ば
り

ま
す
。
し
め
す
ぎ
る
と
体
の
表
面
の
静

脈
ば
か
り
で
な
く
、
深
い
静
脈
さ
ら

に
は
動
脈
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
に

な
り
、
か
え
っ
て
血
流
障
害
に
よ
る
後

遺
症
を
ふ
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
走
っ
た
り
す
る
こ
と
も
い
け
ま
せ

ん
。
深
部
の
静
脈
の
流
れ
を
ふ
や
す

こ
と
に
な
り
、
毒
が
体
を
ま
わ
る
の

を
は
や
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
当
る
こ
と
も
血
液
の

循
環
を
ふ
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

お
酒
を
飲
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
次
に
毒
液
の
排
除
で
す
。
映
画
で

カ
ッ
コ
よ
く
俳
優
が
ナ
イ
フ
で
切
開

し
、
口
で
吸
う
場
面
を
よ
く
見
ま
す

が
、
こ
れ
を
行
う
わ
け
で
す
。
切
開

は
毒
牙
痕
に
沿
い
二
～
三
ミ
リ
の
浅

い
も
の
で
よ
い
の
で
す
が
素
人
は
し

な
い
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
口
で

吸
う
の
も
歯
槽
膿
漏
の
人
や
深
い
虫

歯
の
あ
る
人
に
は
す
す
め
ら
れ
ま
せ

ん
．
、
か
え
っ
て
自
分
で
毒
液
を
吸
収

す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か

ら
で
す
。
氷
が
あ
れ
ば
冷
や
す
の
が

い
い
で
し
ょ
う
。
毒
の
吸
収
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
の
秋

に
は
咬
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
渋
柿
の
渋

を
ぬ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
渋
柿
に
は
マ
ム
シ

の
毒
の
活
性
化
を
お
さ
え
る
作
用
が

あ
り
ま
す
。

　
蜂
に
刺
さ
れ
た
方
も
よ
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
日
本
で
は
ス
ズ
メ
バ

チ
に
刺
さ
れ
て
毎
年
五
人
程
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
小
生
の
小
学
校
時
代

蜂
に
刺
さ
れ
た
後
、
す
ぐ
に
ア
ン
モ

三
ア
水
を
つ
け
る
よ
う
に
と
習
い
ま

じ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
蜂
毒
は

九
種
類
ぐ
ら
い
分
離
さ
れ
て
い
て
、

酸
と
ア
ル
カ
リ
の
両
方
を
含
ん
で
お

り
、
ア
ン
モ
ニ
ア
水
は
無
意
味
で
す
。

冷
や
す
の
が
よ
く
、
病
院
で
は
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
な
ど
を
注
射
し
ま
す
。

　
ア
オ
バ
ア
リ
ガ
タ
ハ
ネ
カ
ク
シ
を

御
存
知
で
す
か
。
昨
年
は
ゴ
ル
フ
場

で
こ
れ
に
触
れ
た
人
が
二
人
き
ま
し

た
。
七
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
羽
虫
で
、
は

た
い
た
り
し
て
つ
ぶ
れ
た
虫
の
体
液

が
皮
膚
に
つ
い
て
灼
熱
感
と
紅
斑
、

水
漏
形
成
が
お
こ
り
ま
す
。
逆
性
石

鹸
で
洗
っ
た
後
に
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏

を
塗
り
ま
す
。

　
海
水
浴
に
行
き
、
ク
ラ
ゲ
に
刺
さ

れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
宮
崎
で

は
盆
過
ぎ
か
ら
ふ
え
て
き
ま
す
、
海

水
浴
中
に
電
撃
様
の
痛
み
が
あ
り
、

水
畔
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
刺
さ
れ

た
部
分
を
海
水
で
洗
い
ま
す
。
真
水

で
洗
う
と
刺
庖
を
刺
激
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

羊
雲
固
定
の
た
め
ア
ル
コ
ー
ル
を
か

け
る
の
も
よ
く
、
メ
リ
ケ
ン
粉
や
乾

い
た
砂
で
乾
燥
さ
せ
刺
庖
を
そ
ぎ
お

と
し
ま
す
。
毒
は
酸
性
で
す
の
で
ア

ン
モ
ニ
ア
水
や
重
曹
水
を
塗
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
四
月
か
ら
雨
が
続
い
た
せ
い
で
し

ょ
う
か
、
我
が
家
で
も
二
度
ム
カ
デ

が
出
没
し
ま
し
た
。
本
日
、
今
年
初

め
て
の
ム
カ
デ
咬
傷
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
局
麻
剤
と
し
て
ス

テ
ロ
イ
ド
注
射
に
て
痛
み
が
和
ら
ぎ

喜
ん
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
に
入
れ
ば
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
お

こ
る
つ
つ
が
虫
病
、
家
庭
で
も
猫
に

か
か
れ
て
お
こ
る
猫
ひ
っ
か
き
病
な

ど
動
物
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る

病
気
が
数
多
く
あ
り
、
く
れ
ぐ
れ
も

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
皆
様
に
お
別
れ
を
申
し
あ

げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
六
月
一
日
付

で
自
治
医
大
へ
帰
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
二
年
前
に
当
地
に
着
任
し
、

思
い
か
え
せ
ば
感
慨
も
ひ
と
し
お
で

す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
も
体
に
充
分
気
を
つ
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
さ
よ
う
な
ら
。

簾
講
書
魁
よ
り

梅
雨
期
の

　
交
通
事
故
防
止
策

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
期
を
迎
え
、
雨
の

多
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
雨
が
降
る

と
車
の
運
転
が
し
に
く
く
、
交
通
事

故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
梅
雨
期
は
次
の
点
に
注
意
し
て
、

交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

O
速
度
は
ひ
か
え
目
に
、
車
間
距
離

　
は
い
つ
も
よ
り
長
く
。
（
降
り
始
め

　
は
特
に
大
切
な
こ
と
）

O
「
急
」
の
つ
く
運
転
（
急
ハ
ン
ド

　
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
発
進
）
は

絶
対
し
な
い
。

O
ワ
イ
パ
ー
は
い
つ
も
整
備
し
、
す

　
り
減
っ
た
タ
イ
ヤ
は
早
め
に
交
換

　
し
て
お
く
。

O
水
溜
り
通
過
後
は
、
必
ず
プ
レ
ー

　
キ
の
効
き
具
合
も
点
検
す
る
こ
と

　
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

τ1

）ノ

0
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♂

お、

外
接
観

胃
ガ
ン
検
診

　
胃
ガ
ン
検
診
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
4
0
歳
を
過
ぎ
た
方
は
、
最
低
年
一

回
は
胃
ガ
ン
検
診
を
堂
け
ま
し
ょ
う
。

▽
日
程

6
月
2
7
日

　
　
2
8
日

　
　
2
9
日

　
　
3
0
日

7
月
3
日
4
日

越
表
生
改
セ
ン
タ
ー

坪
谷
公
民
館

仲
深
公
民
館

か
ん
な
び
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

中
央
公
民
館

1
1

　
　
　
5
日

　
　
　
6
日
　
福
瀬
公
民
館

　
　
　
7
日
　
農
協
寺
迫
支
所

▽
受
付
時
間

　
7
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

▽
料
金

　
4
0
歳
以
上
　
千
三
百
円

　
4
0
歳
未
満
　
三
千
円

　
7
0
歳
以
上
、
非
課
税
世
帯
、

　
保
護
世
帯
は
無
料

生
活

献
血

　
東
郷
町
で
は
、
毎
回
多
く
の
方
か

ら
献
血
を
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
毎
年
夏
場
は
、
血
液
の
在
庫

が
不
足
し
が
ち
で
す
。

　
次
の
日
程
で
献
血
車
が
ま
い
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
程

▽
場
所

▽
時
間

▽
場
所

▽
時
間

6
月
8
日

東
郷
町
役
場

10

栫
`
1
2
時

農
協
東
郷
支
店

13

栫
`
1
5
時

行
政
相
談
・

　　

@　

l
権
相
談

　
行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
を
は
じ

め
、
県
や
町
の
仕
事
に
つ
い
て
、
①

説
明
に
納
得
出
来
な
い
、
②
こ
の
よ

う
に
し
て
欲
し
い
、
③
処
理
が
間
違

っ
て
い
る
、
④
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か
、

⑤
処
理
が
遅
い
、
⑥
不
親
切
な
扱
い

を
受
け
た
、
な
ど
の
苦
情
や
要
望
を

持
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
て

よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
申
出

を
受
け
、
中
立
、
公
平
な
立
場
か
ら

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
お
手
伝
い

を
す
る
も
の
で
す
。

　
次
の
と
お
り
相
談
を
受
付
け
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
人
権
に
関
す
る
相
談
も
受

付
け
ま
す
。

行
政
相
談

▽
日
時
　
6
月
2
0
日
　
9
時
～
1
5
時

間
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

人
権
相
談

▽
日
時
　
6
月
2
1
日
置
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
、

▽
日
時
　
6
月
2
0
日
号
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郊
町
老
人
福
祉
館

身
体
障
害
者

　
　
　
　
　
　
巡
回
相
談

　
平
成
元
年
度
の
身
体
障
害
者
巡
回

相
談
が
東
郷
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
巡
回
相
談
で
対
象
と
な
る

方
は
、
障
害
の
程
度
が
重
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
方
、
身
体
障
害
者
福
祉

法
に
よ
る
補
装
具
を
申
請
さ
れ
た
い

方
で
す
。
ま
た
、
相
談
の
対
象
と
な

る
の
は
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
整
形
外

科
に
係
わ
る
障
害
で
す
「
．

　
相
談
日
程
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
日
程
　
6
月
8
日

▽
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
二
期

町
県
民
税
　
一
期

取
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
羽
坂
の
寺
原
照
照
さ
ん
か
ら

　
（
栄
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
塩
月
孝
さ
ん
か
ら

　
（
弘
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
日
向
市
の
寺
原
茂
英
さ
ん
か
ら

　
（
健
一
さ
ん
・
8
9
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
杉
尾
キ
ク
さ
ん
か
ら

　
（
富
士
吉
さ
ん
・
8
0
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
富
山
力
丸
さ
ん
か
ら

　
（
サ
ダ
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
小
林
サ
ヨ
子
さ
ん
か
ら

　
（
利
三
郎
さ
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

◎
田
野
の
谷
口
健
吾
さ
ん
か
ら

　
（
惣
太
郎
さ
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

　　心助と
　歯の衛生週間

（6月4日～10日）

歯
型
難
蘇

磯
厳
藤
三
遷
翼
翼
畷
一
丁
蟹
蘇
錦
畷

（
四
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

三 三 田 赤

浦 原 中
ち
や

大 か
ん

お の
翼 和 り 名

正 敏 父
勝 の
志 幸 名

仲 鶴 福 住
野

深 内 瀬 所

結
婚
お
幸
せ
に

一 （ 一石黒 三稲 谷矢 氏

田木 浦田 口野

恵正 昇一 加
奈 名

子芳 一美 枝覚

日寺 福坪 田坪
向 岡 住

市迫 県谷 野谷 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

富
山
サ
　
ダ

口
惣
太
郎

谷　杉

@尾
@富
@士
@吉

寺
原
健
『

小
林
利
三
郎

氏
名

88

@
歳

82

@
歳

80

ﾎ

89

ﾎ

73

ﾎ
年
齢

坪
　
谷

田
　
野

小
野
田

小
野
田
福
瀬
住
所
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